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1. 本研究の背景と目的 

1.1 研究の背景 

 ヤングケアラーとは、大人にかわって家族のケアを担う子どものことである。年齢や担

うケアの内容は国や地域によって異なるが、日本では、こども家庭庁が「本来大人が担う

と想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っているこども」(こども家庭庁 

2023)と定義している。ケアの内容は、病気や障害を持つ家族の世話や家事だけでなく、

幼いきょうだいの世話や見守りも含まれる。こども家庭庁は年齢については明記していな

いが、学術研究や実態調査では、ケアラー研究の第一任者である渋谷智子やケアラーの民

間支援団体である日本ケアラー連盟の定義にならい、18 歳未満の子どもを指す場合が多

い。 

日本においてヤングケアラーは、2021 年に厚生労働省による全国的な実態調査の結果が

公表されることで「社会問題」として認識されるようになった。2022 年には、厚生労働省

が公式 HP でのヤングケアラー啓発のための情報提供や各自治体へ向けた「ヤングケアラ

ー支援体制強化事業」（ヤングケアラー実態調査・研修推進事業およびヤングケアラー支

援体制構築モデル事業）が開始した（こうした活動は 2024 年現在、子ども家庭庁に引き

継がれている）。 

ヤングケアラーが全国的に認知され、啓発活動が行われる一方、そのことで生じる問題

点も指摘されつつある。松村（2022）は、「ヤングケアラー」と呼称することで周りの子

どもとは異なる存在であると当事者に思わせる「スティグマ」になりうる危険性がある述

べている。 

 

1.2 本研究の目的 

 以上の状況をふまえ、本研究では社会的な関心が高まるヤングケアラーについて、大規

模な実態調査が行われていない東大阪市をフィールドとして、中学生・高校生を対象とし

た計量調査を実施することで、当該地域のヤングケアラーの実態やニーズを把握すること

を目的とする。さらに、調査結果から、当事者であるかれらのニーズに基づいたボトムア

ップの支援策を検討する。 

研究の実施にあたり、近畿大学総合社会学部社会・マスメディア系専攻・齋藤ゼミナール

のゼミ生（荻野このみ、織田泰地、神吉智朗、北村大、上月咲季、小林千紘、重本理桜、仲



令和 5 年度 東大阪市地域研究助成金「東大阪市におけるヤングケアラー支援制度の検討」報告書 

 

 

 

2 

 

村優治、仁科駿也、久常遥、星莉々花、宮田滉樹、西海佑）がプレテスト、および Web 調

査の集計作業の一部を担当した。 

2．調査の概要 

2.1 調査の方法と対象 

調査方法は、調査ソフトウェアの Qualtics を用いた Web アンケート調査である。2023

年 11 月～12 月に実施した。東大阪市立中学校、および市立高等学校の全校生徒を対象に

「日常生活にかんするアンケート」として、学校を通じて、生徒本人へ調査回答フォームの 

QR コード、URL を記載した調査概要を配布し、Web 上（ブラウザもしくはスマートフォ

ン）で回答・回収を行った。総回答数は中学生 1552 名、高校生 520 名であった。 

2.2 質問項目 

質問項目は、全国調査である「令和 2 年度ヤングケアラーの実態に関する調査研究報告

書査」(三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング 2021 以下、「全国調査」)および、令和 3

年に実施された「大阪市立中学校生徒を対象としたヤングケアラー実態調査」（大阪市ら 

2022 以下、「大阪市調査」）等を参考とし、東大阪市子どもすこやか部・子ども見守り相談

センター・子ども相談課および東大阪市教育委員会の中学校、高等学校の担当者との複数回

の協議のうえ策定した。 

主な質問項目は、図表 2.1 のとおりである。 

 

図表 2.1 質問項目 

  

基本属性 

（全員） 

性別、学年、同居家族、主な収入の担い手（※）、アルバイトの経験（※）、 

日 常 生 活

（全員） 

日常生活の満足度、健康状態、平日/休日の勉強時間、平日/休日の自由時間、

欠席/遅刻の状況、部活動の有無、普段のお手伝い内容 

お世話につ

いて（該当

者のみ） 

お世話の必要な人の種類、お世話の必要な人の状態、お世話の内容/頻度/時

間、お世話の影響・評価、相談の有無、相談しない理由、必要な支援 

日常生活の

悩み（全員） 

困っていること（自由回答） 

(※)の項目は、高校生のみ質問項目を設けた 

 

以上の調査項目に加えて調査を通じての支援の可能性を検討するため、Web アンケート

調査の最後の画面に図表 2.2 のように、悩み相談の自治体の問い合わせ先と、匿名で相談可

能な Web 相談窓口の url を記載した。 
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図表 2.2 Web アンケート（ブラウザ版）の支援紹介画面 

 

 

質問項目の内容は基本的には先行調査と比較可能な項目として実施したが、先行研究と

異なる本研究の特徴的な点として、次の二点が挙げられる。 

一点目が、「ヤングケアラー」という用語を調査では使用せず、認知についての質問も省

略している点である。先行研究（松村 2022）で指摘された「ヤングケアラー」の「スティ

グマ」化の可能性を考慮し、調査の実施では「ヤングケアラー」という用語は使用せず、日

常の生活行動（お手伝いやお世話）としてケアを担う子どもたちの実態の把握を試みた。 

二点目が、お世話の影響・評価として、ケアを担うことの主観的な評価をネガティブな

側面だけでなくポジティブな側面の選択肢を設定した点である。当事者である子ども自身

がケアの影響をどのように考えているのかをより多角的にとらえるため、従来の物理的・

心理的負担以外の選択肢を設定した。 

2.3 倫理的配慮 

調査の同意については、調査概要に参加や回答は任意であり、調査は途中でも中断できる

ことや、調査に参加する・しないが学校での評価に影響をしないことを説明した。また、高

校生調査については、Web 調査の冒頭で同意確認を行った上、調査に合意した場合のみ回

答可能とした。 

なお、本調査の実施方法および個人情報の管理については、近畿大学総合社会学部研究倫

理委員会の承認（5-22）を受けている。 

 

3 東大阪市のヤングケアラーの実態――中高生調査の結果から―― 

3.1 回答者の特徴 

 まず、今回の調査者の概況として、基本属性についての回答結果を見ていこう。 

男女比（図表 3.1.1）は中高ともはほぼ半々であり、学年（図表 3.1.2）についても、若
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干中学校で 3 年生が多めで高校生では 2 年生が少なめではあるが、大きな偏りは見られな

かった。 

図表 3.1.1 性別（単一回答） 

  有効回答者数(n) 男性 女性 その他 合計 

中学生 1523 46.5% 51.0% 2.5% 100.0% 

高校生 482 50.0% 48.0% 2.0% 100.0% 

 

図表 3.1.2 学年（単一回答） 

  有効回答者数(n) 1 年生 2 年生 3 年生 合計 

中学生 1487 36.9% 30.0% 33.1% 100.0% 

高校生 518 36.4% 29.2% 34.4% 100.0% 

. 

 同居家族については下図表 3.1.3 のとおり、中高とも母親との同居が 9 割で最も多く、次

に父親（中学 8 割、高校 7 割）、きょうだいが 4 割から 5 割である。祖父母との同居は 1 割

程度と低い。 

 

図表 3.1.3 同居家族（複数回答） 

  有効回答者数 父親 母親 兄、姉 弟、妹 祖父母 その他 

中学生 1552 86.1% 95.4% 48.4% 47.5% 10.0% 4.9% 

高校生 518 75.9% 91.1% 50.2% 41.1% 12.7% 5.0% 

 

祖父母を別々に計上しているので調査項目は若干異なるが、図表 3.1.4 の全国調査（三菱 

UFJ リサーチ&コンサルティング 2021）と比較すると、概ね同じような傾向といえる。 

 

図表 3.1.4 同居家族全国調査の結果（複数回答） 

 

出典 三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング 2021 『ヤングケアラーの実態に関する

調査研究報告書』 
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3.2  日常生活について 

 ここでは、日常生活についての主な結果を確認していく。 

主観的な生活満足度は、図表 3.2.1 のとおり中学生は「満足している」（43.1％）と「どち

らかといえば満足している」（44.5％）で満足している層が全体の 9 割弱を占めている。高

校生についても「満足している」（31.7％）と「どちらかといえば満足している」（55.2％）

で、「満足している」の割合は中学生よりも低いが、満足している層が 8 割と高い。 

 

図表 3.2.1 普段の生活の満足度（単一回答） 

  有効回答数 
満足して

いる 

どちらかといえば

満足している 

どちらかといえ

ば不満である 
不満である 合計 

中学生 1365 43.1% 44.5% 9.2% 3.2% 100.0% 

高校生 496 31.7% 55.2% 10.9% 2.2% 100.0% 

 

 自分の健康についての主観的評価は、図表 3.2.2 のとおり中学生では「とてもよい」（37.2%）

が最も多く、次に「ふつう」（29.4%）と「どちらかというとよい」（25.5％）となっており、

「あまりよくない」や「よくない」など健康に不安を覚えている層は 1 割に満たない。高校

生では「ふつう」（38.4％）が最も多く、次いで「どちらかといえばよい」（27.5％）と「と

てもよい」（26.9％）と同程度となっている。中学生と同様に、健康に不安を覚えている層

は 1 割に満たない。 

 

図表 3.2.2 健康状態についての評価（単一回答） 

  有効回答数 
とてもよ

い 

どちらかと

いうとよい 
ふつう 

あまりよ

くない 
よくない 合計 

中学生 1365 37.2% 25.5% 29.4% 6.4% 1.5% 100.0% 

高校生 498 26.9% 27.5% 38.4% 6.2% 1.0% 100.0% 

 

 「ヤングケアラーアセスメントツール」の質問内容を基に、全員を対象に健康状態などの

困りごとについて具体的な悩みをたずねた結果が図表 3.2.3 である。 

その結果、3.2.2 では中高生とも健康に不安を覚えている層は 1 割に満たなかったが、「当

てはまるものはない」が中学生 34.7％と高校生 18.8％に留まる一方で、「ストレスを感じ

る」（中学生 33.5%、高校生 27.2％）が中高生とも 3 割近くおり、「十分に睡眠が取れない」

が中学生で 21.8%いた。 
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図表 3.2.3 健康状態などで困っていること（複数回答） 

 

 自由回答の日常生活での悩みについては、中学生で 131（総回答数 1552 名の 8.4％）、

高校で 23（総回答数 520 名の 4.4％）の回答があった。主な内容は、学校への不満や教員

の問題、勉強や将来の不安、友人や家族との人間関係の問題である。自由回答の中には家

族からの暴力や、家族のケアのために睡眠が取れていないなど深刻な問題も書かれていた

が、調査期間中に Web アンケート調査に記載した相談窓口を利用する対象者はいなかっ

た。 

 

3.3 ケアをしている子どもたちの実態 

 ここからは、ヤングケアラーと想定される子どもたちの生活実態についてみていく。本調

査では、「家族にお世話が必要な人がいる」と回答したのは、中学生で 137 名、高校生で 35

名であった。このうち、実際に「介護、手伝い、精神的サポートなど」のお世話をしている

と回答した中学生は 97 名（総回答数 1552 名の 6.3％）で、お世話を「家族と一緒にしてい

る」が 88 名だったが、「ひとりでしている」人も 9 名いた。お世話をしている高校生は 23

名（総回答数 520 名の 4.4％）で「家族と一緒にしている」が 22 名、「ひとりでしている」

が 1 名であった。この東大阪市の結果は、全国調査（三菱 UFJ リサーチ&コンサルティン

グ 2021）のヤングケアラーの割合（中学 2年生の 5.7％、高校 2年生の 4.1％）よりも若

干高い。 

お世話が必要な人の属性としては、中学校も高校も最も多いのは祖父母中学校が 32.8％、

高校が 40％で、次に幼いきょうだいが 31.4％と 34.3％とこの二つが主なものとなってい

た。 

 

図表 3.3.1 お世話の必要な家族(複数回答) 

  回答者数 父親 母親 祖父母 兄・姉 弟・妹 その他 

中学生 137 10.9% 13.1% 32.8% 10.9% 31.4% 16.1% 

高校生 35 8.6% 14.3% 40.0% 8.6% 34.3% 5.7% 

  
回答

数 

身体に

具合が

悪いと

ころが

ある  

 ストレ

スを感じ

る 

ひとりぼ

っちだと

感じる 

泣きたくな

るほどここ

ろが苦しく

なることが

ある 

自分のこと

をあまり気

にかけるこ

とができな

くなる 

 十分に

睡眠が

取れな

い 

気分がす

ぐれない 

 食欲が

でない 

その

他 

当てはま

るものは

ない 

中学生 1552 17.8% 33.5% 8.2% 12.9% 5.5% 21.8% 12.1% 4.8% 2.3% 34.7% 

高校生 511 12.0% 27.2% 4.5% 8.0% 2.4% 15.3% 8.8% 2.2% 0.8% 18.8% 
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 ヤングケアラーの定義が異なるため厳密な比較はできない点は留意が必要だが、全国調

査の結果（図表 3.3.2）と比較すると、東大阪市の場合は祖父母の割合が高い。 

 

図表 3.3.2 世話を必要としている家族（複数回答） 

 

出典 三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング 2021 『ヤングケアラーの実態に関する

調査研究報告書』 

 

 次に実際にどの程度お世話を行っているのかについて確認する。図表 3.3.3 のとおり中

高生がお世話をしている時間は、中学生は「1 時間未満」が 57.8％と 6 割近くを占めてお

り、次に多いのが「１時間以上２時間未満」（14.4％）で、2時間未満で全体の 7割を占め

る。高校生も中学生同様「1 時間未満」（42.9％）が最も多く、次に「1 時間以上 2 時間未

満」（38.1%）で 2時間未満が 8割を占めるが、年齢のためか中学生よりも 1時間以上世話

している人の割合が多かった。 

 また、図表 3.3.4 のお世話の頻度は、中学生高校生とも「毎日」が最も多く、中学生 36.2％、

高校生 33.3％と、3 割の子どもたちが毎日ケアを行っていた。 

 

図表 3.3.3 お世話をしている時間（単一回答） 

  
有効回答

者数 

１時間未

満 

１時間以

上２時間

未満 

２時間以

上４時間

未満 

４時間以

上６時間

未満 

6 時間以

上８時間

未満 

８時間以

上 
その他 合計 

中学生 90 57.8% 14.4% 4.5% 8.9% 3.3% 3.3% 7.8% 100.0% 

高校生 21 42.9% 38.0% 4.8% 9.5% 0.0% 4.8% 0.0% 100.0% 

 

図表 3.3.4 お世話の頻度（単一回答） 

  
有効回答

数 

1 年に数

日 

1 ヶ月に

数日 

週に 2，

3 日 

週に 4，

5 日 
毎日 その他 合計 

中学生 94 6.4% 11.7% 22.3% 10.6% 36.2% 12.8% 100.0% 

高校生 21 0.0% 19.0% 19.0% 19.0% 33.4% 9.6% 100.0% 
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 最後に、必要な支援についての結果をみていこう。 

中学生の結果（図表 3.3.5）では、必要な支援について、「自分のいまの状況について話を

聞いてほしい」（13％）や「学校の勉強や受験勉強などの学習のサポート」（12％）など本人

への直接的なサポートが求められていた。一方で、すべての項目の中で「当てはまるものが

ない」が 38％と最も多かった。 

高校生の結果（図表 3.3.6）では、「自由な時間が欲しい」（8％）が最も多く、「学校の勉

強や受験勉強などの学習のサポート」（6％）・「進路や就職など将来の相談にのってほしい」

（6％）が続くが、全体として中学生よりも項目を挙げている割合が低く、「当てはまるもの

がない」（42％）が最も多かった。 

 これらの結果から、既存の支援システムの枠組みではケアを担う中高生のニーズに対応

できない可能性が考えられる。 

 

図表 3.3.5 どのような支援があったらよいか：中学生（複数回答、総回答数=124） 
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38%
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図表 3.3.6 どのような支援があったらよいか：高校生（複数回答 総回答数＝36） 
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ないことや、困っていることがあっても支援を具体的に想定できない、という可能性が示唆

された。 

 以上の調査成果から、今後の東大阪市におけるヤングケアラー支援制度について述べる。

まず、当該地域の特徴である高齢者介護が多いという点から、福祉サービスとの連携や支 

援が効果的であると考えられる。ヤングケアラー本人を対象とした支援ではなく、要介護高 

齢者へのサービス提供を通じて、ケアラーへの負担の軽減を図る。 

次に、ヤングケアラー本人への支援策については、現在想定されている支援策へのニーズ

が低いことや、調査に設定した自治体の相談窓口が利用されなかったことから、日常生活と

は切り離されたヤングケアラー向けの支援機関では効果が薄い可能性がある。ヤングケア

ラー以外の中高生にも一定の割合でストレスや悩みをかかえている子どもたちがいること

から、ヤングケアラーに限定せず学校などの日常生活で誰でも気軽に相談できるスクール

ソーシャルワーカーを窓口として、悩みの内容に応じて他の福祉サービスや学習サービス

につなげていくという方法が考えられる。これは、特定の制度を利用することで生じうるヤ

ングケアラーのスティグマの回避にもつながる。 

最後に、本研究の意義を述べる。東大阪市で初めてヤングケアラーについての市立中学

校・高等学校の全数調査を実施したことにより、当事者である中高生の日常生活における困

難や支援へのつながりにくさという実態を明らかすることができた。これは、今後の支援策

を検討するための基礎資料となりえる。 

一方で詳細なデータの分析や、他地域の支援策との比較検討については研究期間中に十

分に取り組むことができなかったため、今後の課題としたい。 
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